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以
下
の
四
本
の
論
考
は
、
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
四
月
一
日
よ
り
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
三
月
三
十
日
の
二
年
に
渡
っ
て
行
な
っ
た
、
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
に
よ
る
共
同
研
究
『
文
学
と
遊
戯
』
の
成
果
で
あ
る
。
　
文
学
と
遊
戯
と
の
関
連
は
深
く
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
関
わ
り
合
い
は
極
め
て
本
来
的
な
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
文
字
や
語
彙
は
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
を
担
う
も
の
と
し
て
存
在
す
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
意
味
を
離
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
音
や
語
感
の
み
が
言
葉
遊
び
の
対
象
と
な
る
こ
と
も
あ
り
得
よ
う
。
ま
た
、
そ
れ
ら
が
一
つ
の
文
脈
を
構
成
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
文
脈
と
は
別
の
文
脈
を
、
い
わ
ば
重
層
的
に
構
成
す
る
こ
と
も
ま
た
あ
り
得
る
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
和
歌
に
お
け
る
縁
語
な
ど
の
手
法
が
、
歌
の
主
旨
と
は
別
の
次
元
で
行
わ
れ
る
の
も
、
そ
う
し
た
言
葉
遊
び
の
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
如
上
の
在
り
方
を
、
文
学
に
お
け
る
遊
戯
的
な
在
り
方
と
し
て
よ
り
広
く
捉
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
あ
る
出
来
事
や
発
想
を
遊
戯
的
に
描
く
こ
二
と
、
あ
る
い
は
逆
に
、
描
か
れ
た
出
来
事
や
発
想
に
遊
戯
性
を
見
る
こ
と
は
、
文
学
と
い
う
営
み
の
極
め
て
本
質
的
な
事
柄
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
　
本
研
究
で
は
、「
滑
稽
」
や
「
諷
刺
」、「
笑
い
」
な
ど
を
め
ぐ
り
、
文
学
に
お
け
る
遊
戯
性
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
遊
戯
と
し
て
の
文
学
に
つ
い
て
、
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
ま
た
、
時
代
を
超
え
た
形
で
の
、
よ
り
通
時
的
、
立
体
的
な
研
究
を
目
指
し
、
専
門
と
す
る
時
代
、
ジ
ャ
ン
ル
が
異
な
る
研
究
者
に
よ
る
共
同
研
究
を
行
っ
た
。
以
下
に
、
こ
こ
に
掲
載
す
る
論
考
の
題
目
を
示
す
。
な
お
、
括
弧
内
は
本
研
究
の
構
成
員
で
あ
っ
た
時
期
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
、
大
谷
節
子
「
狂
言
「
無
言
行
」
考
─
悟
り
と
笑
い
」（
二
〇
一
九
年
四
月
～
二
〇
二
〇
年
三
月
）
二
、
宮
﨑
修
多
「
瓊
浦
余
韵
─
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
崎
陽
蜀
山
人
書
集
』
か
ら
」（
二
〇
一
八
年
四
月
～
二
〇
二
〇
年
三
月
）
三
、
池
田
一
彦
「
南
新
二
・
投
書
の
結
局
」（
二
〇
一
八
年
四
月
～
二
〇
二
〇
年
三
月
）
四
、
山
田
尚
子
「
悲
嘆
と
諷
諭
─
「
古
詩
十
九
首
」
と
「
新
楽
府
」
─
」（
二
〇
一
八
年
四
月
～
二
〇
二
〇
年
三
月
）
　
大
谷
は
、
狂
言
「
無
言
行
」
を
取
り
上
げ
た
。
本
作
品
が
、
北
宋
の
陳
舜
兪
『
廬
山
記
』
を
嚆
矢
と
す
る
「
虎
渓
三
笑
」
の
故
事
と
、
無
住
の
『
沙
石
集
』「
無
言
上
人
事
」
に
記
さ
れ
る
四
人
の
僧
侶
の
話
と
を
下
敷
き
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
作
品
の
最
終
盤
で
四
人
の
僧
侶
が
無
言
の
行
に
失
敗
し
て
手
を
打
っ
て
大
笑
い
す
る
、
そ
の
笑
い
に
つ
い
て
、
自
己
の
狭
窄
し
た
視
野
を
打
破
す
る
禅
機
と
し
て
の
笑
い
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
笑
い
と
悟
り
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
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三
　
宮
﨑
は
、
大
田
南
畝
の
文
化
元
年
か
ら
翌
二
年
に
か
け
て
の
長
崎
出
役
に
関
す
る
新
た
な
資
料
と
し
て
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
崎
陽
蜀
山
人
書
集
』
を
取
り
上
げ
た
。
大
田
南
畝
は
、
幕
臣
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
文
筆
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
戯
作
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
資
料
の
う
ち
、「
西
遊
吟
草
」
で
は
全
集
未
収
録
の
詩
を
補
い
、
長
崎
丸
山
の
茶
屋
花
月
楼
秘
蔵
の
「
鶴
の
枕
」
に
寄
せ
た
諸
家
の
書
画
を
集
め
た
「
鶴
枕
之
伝
」
で
は
、
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
愛
用
の
枕
な
ど
と
い
う
虚
伝
に
す
す
ん
で
参
画
し
よ
う
と
す
る
文
人
ら
の
態
度
に
、
文
芸
遊
戯
の
真
骨
頂
を
見
る
。
　
池
田
は
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
「
投
書
家
」
と
し
て
活
動
し
、
名
を
馳
せ
た
南
新
二
の
「
投
書
」
に
お
け
る
「
遊
戯
」
性
を
検
証
し
た
。
具
体
的
に
は
、
明
治
十
七
年
か
ら
二
十
年
に
か
け
て
の
南
新
二
の
『
東
京
絵
入
新
聞
』
と
『
読
売
新
聞
』
二
紙
へ
の
投
書
を
一
つ
一
つ
取
り
上
げ
、
そ
の
毒
の
な
い
無
邪
気
で
軽
妙
洒
脱
な
「
遊
戯
」
的
滑
稽
文
の
実
態
を
紹
介
・
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
山
田
は
、
白
居
易
の
別
集
で
あ
る
『
白
氏
文
集
』
に
諷
諭
詩
と
し
て
収
載
さ
れ
た
「
新
楽
府
」
を
取
り
上
げ
た
。
そ
の
序
に
み
え
る
「
古
詩
十
九
首
」
へ
の
言
及
を
手
が
か
り
に
、「
新
楽
府
」
に
お
い
て
悲
哀
の
感
情
を
詠
ず
る
こ
と
と
諷
諭
詩
で
あ
る
こ
と
と
が
結
び
つ
く
、
そ
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
　
本
研
究
に
よ
り
、
文
学
と
遊
戯
と
の
関
わ
り
の
一
端
に
つ
い
て
、
考
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。
